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月次売上情報（前年比）のお知らせ 

 

《2026年６月度 直営店売上（前年比）》 （単位：％） 

 3月 4月 5月 6月 7月 8月 上期計  

全
店 

小売店 119.5 116.7 124.4 113.8   118.7  

オンラインショップ 190.0 194.5 197.5 214.2   198.7  

計 136.2 134.6 141.0 137.7   137.4  

既
存
店 

小売店 106.5 103.0 107.8 97.8   103.9  

オンラインショップ 103.5 104.0 97.6 102.2   101.9  

計 105.8 103.3 105.4 98.9   103.4  

 

 9月 10月 11月 12月 １月 2月 下期計 通期計 

全
店 

小売店        118.7 

オンラインショップ        198.7 

計        137.4 

既
存
店 

小売店        103.9 

オンラインショップ        101.9 

計        103.4 

 

（注）１． 上記データは、当社グループの月次で集計可能な国内直営店舗及びｵﾝﾗｲﾝｼｮｯﾌﾟにおける販

売高（小売価格）に基づいています。 

   ２． 既存店売上は、前年同月と当月とも 20日以上稼働している店舗を基準に算出しています。 

   ３.  月次売上情報（前年比）は小売価格に基づいて算出しているため、収益認識基準変更の影響は

ございません。 

   ４.  速報値は確報値ではありません。確報値は翌月の速報発表時に修正してお知らせいたします。

修正箇所は下線を付して記載いたします。 

   ５.  速報値と確報値に著しく差異が生じた場合は、直ちに修正開示にてお知らせいたします。 

 

《６月概況》 

当月の売上高は、全店で前年同月比 137.7％、既存店で同 98.9％となりました。 

6 月は、気温の低下や後半の台風などの天候不順の影響により、アウトレットを含むリアル店舗の客数が伸

び悩みました。これに伴い、夏物商品の販売や月末に開始したセールの立ち上がりが低調となり、既存店

売上高は前年同期比を下回りました。 

なお、前年同月比で休日が１日少なかったことによるマイナス影響は約 2.0ポイントと見込んでいます。 

また、前年 9月より連結対象となったデイトナ・インターナショナルと同 12月より連結対象となったウォーター

フロントの影響を除く全店売上は、前年同月比 97.5％となりました。 

 

   以 上 


